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Ⅱ 男女共同参画に関する意識の普及と教育の推進
１ 現状と課題

「男は仕事、女は家庭」といった固定的な性別役割分担意識は、時代背景や地域の慣習などと結びつ

き、長い歳月をかけて形成されてきました。こうした意識は、徐々に変わりつつありますが、今もな

お、家庭、地域、職場等の中に根強く残っています。

固定的な性別役割分担意識やそれに基づく制度、慣行等は、男女の多様な生き方の選択や能力発揮の

大きな阻害要因となっています。

そのため、男女共同参画について、きめ細かく、わかりやすい、具体的な内容の広報・啓発活動を展

開するとともに、生涯を通じて男女共同参画について学習する機会の充実をはかり、県民自ら考える機

会を増やすことが必要です。その際、固定的な性別役割分担意識が女性にも残っていますが、男性によ

り強く残っていることから、特に男性にも男女共同参画の意義が伝わるようにすることが必要です。

また、子どもの頃から、男女共同参画の理念を理解するよう、家庭や地域、学校における教育を充実

することが必要です。
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■「男は仕事、女は家庭」という考え方について（三重県）  ■男の子と女の子のしつけや教育について（三重県）










